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　近年，海水中の栄養塩減少により藻類養殖業にける色

落ち被害が発生する頻度が高くなっている。このため，

藻類養殖業における色落ち被害の防止技術を開発する。

材料及び方法
　環境に負荷を与えない施肥技術を開発するため，ワカ

メの含有窒素量を調べワカメが海水中から吸収する窒素

量を調べた。なお，サンプル採集及び乾燥（80℃，1～2

日間）は水産研究所が実施し，含有窒素量の測定は農業

研究所が実施した。

　また，栄養塩が時間を掛けて溶出する農業用被服肥料

による施肥を検討するため，陸上で施肥試験を実施し

た。なお，肥料は硝酸態窒素が主成分のものを用いた。

試験は図１の水槽をセットし，原水，肥料通過水，水槽

内の栄養塩を測定し，栄養塩の供給状況及びワカメに必

要な窒素量を検討した。
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図１　陸上施肥試験装置の概要

結果及び考察
　ワカメが固定している海水中の窒素量は，乾重量の2.4

％であった。ワカメ湿重量１ｋｇ当たりに換算すると固定

N量は1.8ｇであり，環境に負荷を与えない施肥量は，ワカ

メ湿重量１kg当たりNO3として14gとなる。90日間で溶出

する被服肥料を２週間設置する場合，ワカメ１kg当たりに

設置できる被服肥料はNO
3
として89ｇであり，1㎡当たり

の収穫量を20kgとした場合，1㎡当たり被服肥料を1,780g

設置できると考えられた。

　一方，陸上での試験において，被服肥料500gで7μg-at／

Ｌの供給が可能であり，農業用被服肥料を用いることに

よって，環境に負荷を与えない施肥が可能と示唆された。

　また，注水と排水のDIN量の差は3μg-at／Ｌであり，ワ

カメが成長するために必要な海水中のDIN量は3μg-at／Ｌ

以上と考えられた。


